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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

三
三
︱
四
六
頁

孝
行
譚
に
お
け
る
「
乳
」

佐
野
大
介

は
じ
め
に　

　

儒
家
的
思
惟
に
お
い
て
、
孝
は
「
孝
、
道
之
美
、
百
行
之
本

也
」（『
白
虎
通
』
攷
黜
）
な
ど
と
さ
れ
、
諸
徳
の
中
で
も
特
別
の

地
位
を
占
め
る
。
た
め
に
、
儒
教
文
化
圏
で
は
、
孝
を
奨
励
し
、

時
代
を
通
じ
て
数
多
く
の
孝
行
譚
が
撰
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

中
に
は
、
多
種
多
様
な
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
が
、「
乳
」（
乳

房
・
母
乳
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。「
実
親
︱
娘
」
間
や
「
舅
姑

︱
嫁
」
間
の
孝
行
に
関
す
る
記
述
、
つ
ま
り
女
性
か
ら
の
孝
行
譚

に
は
、
と
き
お
り
「
乳
房
」「
母
乳
」
の
登
場
す
る
も
の
が
見
ら

れ
る
。

　
「
乳
」
の
第
一
の
機
能
は
子
の
哺
育
に
あ
り
、「
乳
」
は
母
及
び

母
性
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
母
か
ら
子
へ
の
関
係
性
を
描

い
た
慈
愛
譚
に
「
乳
」
が
現
れ
る
の
は
至
極
当
然
と
い
え
る
が
、

孝
行
譚
に
「
乳
」
モ
チ
ー
フ
が
登
場
す
る
の
は
聊
か
意
外
に
も
思

え
る
。

　

な
ぜ
女
子
か
ら
親
（
実
親
・
社
会
的
親
）
へ
の
関
係
性
を
描
く

孝
行
譚
に
「
乳
」
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
孝
行
譚
に
現
れ
た
「
乳
」
の
記
述
の
検
討
を
通
じ

て
、
孝
行
譚
に
お
け
る
「
乳
」
モ
チ
ー
フ
使
用
の
理
由
や
、
そ
の

意
義
・
機
能
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

一
、「
乳
」
の
母
性
象
徴

　
『
広
韻
』
引
く
『
蒼
頡
篇
』
に
、「
母
」
の
字
形
を
説
い
て
、

「
其
中
有
両
点
、
象
人
乳
形
」（『
広
韻
』
韻
上
声
四
十
五
厚
、
引

『
蒼
頡
篇
』）
と
す
る
よ
う
に
、「
乳
」
は
母
を
象
徴
す
る
。
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ま
た
、
嬰
児
は
そ
の
生
存
を
、
母
親
の
乳
房
・
母
乳
に
代
表
さ

れ
る
哺
育
に
完
全
に
依
存
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

若
し
皇
子
有
れ
ば
母
自
ら
乳
養

4

4

し
、
保
妾
医
巫
に
委
ね
、
以

て
飛
燕
の
禍
を
致
す
無
し
（
若
有
皇
子
母
自
乳
養
、
無
委
保

妾
医
巫
、
以
致
飛
燕
之
禍
）。（『
後
漢
書
』
列
伝
五
三
、
李

固
伝
）（
傍
点
引
用
者
以
下
同
）

な
ど
、
子
を
哺
育
す
る
こ
と
を
象
徴
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
、

母
の
乳
を
飲
む
を
計
る
に
、
各
お
の
八
斛
四
斗
有
り
。
母

の
恩
を
討
論
す
る
に
、
昊
天
極
ま
り
罔
し
（
計
飲
母
乳
、

各
有
八
斛
四
斗
。
討
論
母
恩
、
昊
天
罔
極
）。（『
父
母
恩
重

経
』）（
注
1
）

な
ど
、
母
の
恩
も
ま
た
象
徴
す
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
象
徴
性
は
、
授
乳
が
単
に
母
子
を
繋
ぐ
行
為
で
あ

る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
母
子
の
繋
が
り
よ
り
発
生
す
る
感
応
を
示

す
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。

朱
脩
之
は
、
劉
義
隆
の
司
徒
従
事
中
郎
な
り
。
滑
台
を
守
る

に
、
安
頡
之
を
囲
む
。
其
の
母
家
に
在
り
、
乳
汁
忽
ち
出

づ
。
母
号
慟
し
て
家
人
に
告
げ
て
曰
く
、
我
年
老
い
復
た
乳

汁
有
る
の
時
に
非
ざ
る
に
、
今
忽
ち
此
の
如
し
。
児
必
ず
歿

せ
ん
、
と
。
果
し
て
其
の
日
を
以
て
頡
の
擒
う
る
所
と
為
る

（
朱
脩
之
者
、
劉
義
隆
司
徒
從
事
中
郎
。
守
滑
台
、
安
頡
囲

之
。
其
母
在
家
、
乳
汁
忽
出
。
母
号
慟
告
家
人
曰
、
我
年
老

非
復
有
乳
汁
之
時
、
今
忽
如
此
。
児
必
歿
矣
。
果
以
其
日
為

頡
所
擒
）。（『
魏
書
』
巻
四
三
、
朱
脩
之
伝
）（
注
2
）

こ
れ
は
、「
老
母
の
乳
房
か
ら
母
乳
が
出
、
母
は
そ
れ
を
息
子
の

死
の
証
だ
と
語
る
。
果
た
し
て
息
子
は
そ
の
日
に
敵
の
虜
と
な
っ

て
い
た
」
と
い
う
話
で
、
一
種
の
奇
跡
譚
だ
が
、
こ
こ
で
老
い
た

母
が
母
乳
を
出
し
た
こ
と
は
、
息
子
の
難
に
感
応
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
梁
代
の
仏
教
系
類
書
『
経
律
異
相
』
に
は
、
釈
迦
が
母

摩
耶
夫
人
と
再
会
し
た
際
、
母
乳
の
感
応
を
用
い
て
親
子
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
話
を
載
す
。

摩
耶
の
乳
汁
自
ら
流
る
。
若
し
是
れ
悉
達
た
れ
ば
、
当
に
汁

を
し
て
其
の
口
に
入
ら
し
む
べ
し
。
両
の
乳
汁
出
で
遠
く
仏

の
口
に
入
る
。
摩
耶
歓
悦
し
、
普
く
地
震
動
す
（
摩
耶
乳
汁

自
流
。
若
是
悉
達
、当
令
汁
入
其
口
。
両
乳
汁
出
遠
入
仏
口
。

摩
耶
歓
悦
、
普
地
震
動
）。（『
経
律
異
相
』
第
七
巻
）（
注
3
）
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釈
迦
の
母
親
で
あ
る
摩
耶
夫
人
が
母
乳
を
大
勢
に
向
け
て
絞
っ
た

と
こ
ろ
、
子
で
あ
る
釈
迦
の
口
に
収
ま
り
、
こ
れ
が
親
子
の
証
明

と
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
「
母
乳
の
示
す
感
応
に
よ
っ
て
母
子
関
係
を
証
明
す
る
」
と
い

う
モ
チ
ー
フ
は
、『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
も
見
え
、

夫
人
語
り
て
言
え
ら
く
、
汝
慎
て
手
を
挙
げ
て
父
母
に
向
う

莫
か
れ
。
我
は
是
れ
汝
が
母
な
り
、
と
。
千
子
問
い
て
言
え

ら
く
、
何
を
以
て
か
験
と
為
さ
ん
、
と
。
母
、
子
に
答
え
て

言
え
ら
く
、
我
若
し
乳
を
按も

め
ば
一
乳
に
五
百
岐
有
ら
ん
。

各
お
の
汝
が
口
に
入
れ
ば
、
是
れ
汝
の
母
な
り
。
若
し
当
に

爾
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
汝
が
母
に
非
ず
、
と
。
即
時
両
手
に
乳

を
按
む
。
一
乳
の
中
五
百
岐
あ
り
、
千
子
が
口
中
に
入
る

（
夫
人
語
言
、
汝
慎
莫
挙
手
向
父
母
。
我
是
汝
母
。
千
子
問

言
、
何
以
為
驗
。
母
答
子
言
、
我
若
按
乳
一
乳
有
五
百
岐
。

各
入
汝
口
、
是
汝
之
母
。
若
当
不
爾
、
非
是
汝
母
。
即
時
両

手
按
乳
。
一
乳
之
中
五
百
岐
、
入
千
子
口
中
）。（『
法
苑
珠

林
』
巻
第
二
八
、
神
異
篇
第
二
〇
、
胎
孕
部
第
四
）（
注
4
）

と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
両
乳
房
か
ら
噴
き
出
し
た
母
乳
が
各
々
五

百
条
に
別
れ
、
千
人
の
息
子
の
口
に
入
っ
た
」
と
い
う
話
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
、
母
乳
が
母
子
感
応
の
証
拠
と
し
て
機
能
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

二
、
孝
行
譚
・
慈
愛
譚
に
見
え
る
「
乳
」

二
―
一
、
母
乳
を
与
え
る
話
　

　

前
章
で
示
し
た
よ
う
に
、「
乳
」
が
哺
育
即
ち
母
の
「
慈
」
を

表
す
の
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
が
、
意
外
な
こ

と
に
こ
の
「
乳
」
関
連
の
モ
チ
ー
フ
は
、
孝
を
描
い
た
文
脈
に
お

い
て
も
ま
ま
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
「
二
十
四
孝
」
に

見
え
る
唐
夫
人
の
故
事
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

王
母
長
孫
夫
人
、
年
高
く
歯
無
し
。
祖
母
唐
夫
人
、
姑
に
事

え
て
至
孝
。
毎
旦
櫛
縰
し
て
階
下
に
筓
拜
し
、
即
ち
堂
に
升

り
て
其
の
姑
に
乳に

ゅ
うす

。
長
孫
夫
人
粒
食
せ
ざ
れ
ど
、
数
年
し

て
康
寧
な
り
（
王
母
長
孫
夫
人
、
年
高
無
歯
。
祖
母
唐
夫

人
、
事
姑
至
孝
。
毎
旦
櫛
縰
筓
拜
於
階
下
、
即
升
堂
乳
其

姑
。
長
孫
夫
人
不
粒
食
、
数
年
而
康
寧
）。（『
二
十
四
孝
』

唐
夫
人
）

　

嫁
で
あ
る
唐
夫
人
が
、
年
老
い
て
歯
の
無
く
な
っ
た
姑
に
己
の

母
乳
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
孝
行
譚
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
来

「
母
」
の
象
徴
と
し
て
「
慈
」
を
表
す
は
ず
の
「
乳
」
が
、「
孝
」

（ 35 ）



を
示
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
母
乳
を
親
（
舅
姑
）
に
与
え
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
他

地
域
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
、
本
朝
の
昔
話

「
孫
の
生
き
埋
め
」
を
『
日
本
昔
話
通
観
』
に
よ
る
粗
筋
に
よ
っ

て
示
す
。

①
老
父
が
仮
病
を
つ
か
い
、
三
人
の
息
子
に
、
乳
飲
み
子
を

生
き
埋
め
に
し
て
嫁
の
乳
を
飲
ま
せ
て
く
れ
、
と
頼
む
と
、

兄
二
人
は
こ
と
わ
る
。
②
末
息
子
が
、
子
は
ま
た
生
め
る
が

親
は
二
度
と
拝
め
な
い
、
と
承
諾
す
る
と
、
老
乳
は
孫
を
埋

め
る
場
所
を
指
示
す
る
。
③
末
息
子
が
そ
こ
を
掘
る
と
、
老

父
の
埋
め
た
黄
金
が
現
わ
れ
、
末
息
子
夫
妻
は
そ
の
金
で
孝

養
を
つ
く
す
。（「
孫
の
生
き
埋
め
」）（
注
5
）

　

ま
た
、
説
経
『
石
山
記
』
第
三
段
は
、

［
梗
概
］
と
よ
春
・
若
の
ま
へ
夫
婦
と
、
と
よ
春
の
母
と
夫

婦
の
子
と
よ
若
と
の
四
人
で
旅
を
し
て
い
る
が
、
飢
え
に
苦

し
め
ら
れ
る
。
若
の
ま
へ
は
自
ら
の
乳
を
姑
に
与
え
よ
う
と

す
る
が
、
姑
は
孫
に
与
え
る
よ
う
諭
す
。
姑
に
与
え
る
乳
を

確
保
す
る
た
め
、
夫
婦
は
我
が
子
と
よ
若
を
池
に
沈
め
て
殺

す
。（『
石
山
記
』）（
注
6
）

4

と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
孫
の
生
き
埋
め
」『
石
山
記
』
共
に
、

「
舅
姑
に
対
す
る
嫁
の
授
乳
」「
親
の
た
め
の
子
殺
し
」
と
い
う
モ

チ
ー
フ
を
含
ん
で
お
り
、「
二
十
四
孝
」
の
唐
夫
人
譚
と
郭
巨
譚

と
を
合
成
し
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
石
山
記
』

に
は
、「
か
う
〳
〵
ふ
か
き
心
さ
し
、
も
ろ
こ
し
の
た
う
ふ
し
ん

に
も
、
ま
さ
り
た
る
け
ん
女
か
な
、
そ
れ
の
み
な
ら
す
、
く
わ
つ

き
よ
と
い
ふ
者
、
老
た
る
母
を
は
こ
く
み
か
ね
、
…
…
」（
注
7
）
と

あ
り
、
当
該
モ
チ
ー
フ
が
唐
夫
人
譚
・
郭
巨
譚
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
西
洋
絵
画
の
テ
ー
マ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ロ
ー
マ
人
の

慈
愛
」（「
ロ
ー
マ
の
慈
愛
」・「
キ
モ
ン
と
ペ
ロ
」）
と
呼
ば
れ
る

話
も
同
様
に
親
に
母
乳
を
飲
ま
せ
る
話
で
あ
る
。

地
位
の
低
い
平
民
の
女
が
、
罪
を
犯
し
て
牢
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
母
親
と
の
面
会
を
許
可
さ
れ
た
が
、
食
物
を
ひ
そ
か
に

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、
面
会
前
に
は
い
つ
も
看
守
に
調
べ

ら
れ
て
い
た
。
子
供
を
産
ん
だ
ば
か
り
の
女
は
、
や
が
て
自

分
の
乳
房
か
ら
出
る
栄
養
物
を
母
親
に
与
え
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
娘
の
愛
情
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
母
親

の
釈
放
に
よ
っ
て
報
い
ら
れ
、
母
娘
両
人
に
扶
養
料
が
与
え

ら
れ
た
。（『
乳
房
論
』
引
ロ
ー
マ
故
事
）（
注
8
）

（ 36 ）



な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
た
故
事
で
は
乳
を
与
え
ら
れ
る
対
象
は
母
親

と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
著
に
、「
ロ
ー
マ
の
「
親
孝
行
」
話
は

娘
が
牢
獄
の
母
を
乳
で
養
っ
た
物
語
だ
っ
た
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期

に
は
、
母
親
が
父
親
に
入
れ
替
わ
り
、
父
娘
の
近
親
相
姦
的
な
色

彩
が
加
わ
っ
た
」（
注
9
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
故
事
を
テ
ー
マ
と

す
る
絵
画
や
彫
刻
な
ど
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
父
親
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。

　

物
語
以
外
に
も
、
本
朝
の
『
孝
義
録
』
に
は
、

母
の
年
や
う
〳
〵
に
老
し
れ
て
、
お
さ
な
子
の
こ
と
く
な
り

し
か
は
、
く
さ
〳
〵
の
玩
ひ
物
を
そ
な
へ
て
其
心
を
慰
め
、

時
に
よ
り
て
ハ
乳
を
の
ミ
た
し
な
と
い
ふ
に
、
妻
ハ
四
十
に

あ
ま
れ
る
ま
て
一
度
も
子
を
う
め
る
事
な
き
に
、
己
か
乳
房

を
ふ
く
ま
せ
て
其
心
に
ま
か
せ
し
か
、
或
ハ
吸
或
ハ
齩
て
乳

房
も
爛
れ
し
事
な
と
あ
り
し
か
、
い
さ
ゝ
か
も
い
と
へ
る
色

な
く
、
か
ゝ
る
老
衰
の
さ
ま
に
て
ハ
余
命
の
た
の
ミ
少
な
き

を
な
け
き
、
夫
婦
共
に
ひ
そ
か
に
涙
お
と
し
と
な
ん
（『
孝
義

録
』
巻
五
〇
、
大
隈
国
、
孝
行
者
、
後
藤
宇
右
衛
門
妻
）（
注
10
）

と
い
う
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
史
実
の
記
録
で
あ

る
た
め
、
子
を
産
ま
ぬ
女
性
に
母
乳
が
出
る
な
ど
の
奇
跡
は
起

こ
ら
な
い
が
、「
親
に
母
乳
を
与
え
る
」
行
為
が
単
な
る
物
語
上

の
虚
構
で
は
な
く
、
一
部
で
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
各
文
化
に
お
い
て
、
本
来
「
慈
」
を
表
す

「
授
乳
」
が
、
孝
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
様
子
が

確
認
で
き
よ
う
。

二
―
二
、
乳
房
を
割
い
て
与
え
る
話

　

漢
土
の
故
事
に
は
ま
た
、「
母
子
離
別
に
あ
た
り
子
に
乳
房
を

切
り
取
っ
て
与
え
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
存
在
す
る
。

劉
明
達
、
天
性
大
孝
な
り
。
妻
と
共
に
母
に
奉
ず
。
時
歳
大

い
に
荒
れ
、
車
を
推
し
母
を
載
せ
、
河
陽
に
逞ゆ

く
。
路
に
在

り
て
子
、
母
の
食
を
侵
す
。
遂
に
其
の
子
を
売
る
。
妻
遂
に

一
乳
を
割
き
て
其
の
子
に
与
う
。
相
い
与
に
其
の
孝
を
成
す

（
劉
明
達
、
天
性
大
孝
。
共
妻
奉
母
。
時
歳
大
荒
、
推
車
載

母
、
逞
河
陽
。
在
路
子
侵
母
食
。
遂
売
其
子
。
妻
遂
割
一
乳

与
其
子
。
相
与
成
其
孝
）。（『
孝
行
録
』
明
達
売
子
）

こ
れ
は
、
食
糧
不
足
の
際
、
明
達
夫
妻
は
夫
の
母
の
食
糧
を
確
保

す
る
た
め
子
を
売
り
、
そ
の
際
に
妻
が
乳
房
を
切
っ
て
子
に
与
え

た
と
い
う
故
事
で
あ
る
（
注
11
）
。
こ
れ
は
、
乳
房
が
母
体
か
ら
独
立

し
、
そ
れ
の
み
で
「
哺
育
」
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
例
だ
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と
い
え
る
（
注
12
）
。
こ
の
故
事
全
体
の
テ
ー
マ
は
孝
行
だ
が
、
こ

こ
で
の
「
乳
房
切
除
」
は
、
子
に
対
す
る
慈
を
示
す
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
。

　

ま
た
、『
唐
書
』
に
も
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

李
孝
女
は
、
名
は
妙
法
、
瀛
州
博
野
の
人
な
り
。
安
祿
山
の

乱
に
劫
を
被
り
它
州
に
徙
る
。
父
の
亡
す
る
を
聞
き
、
間
道

奔
喪
せ
ん
と
欲
す
。
一
子
を
ば
去
る
に
忍
び
ず
、
一
乳
を
割

き
て
留
め
以
て
行
く
（
李
孝
女
者
、
名
妙
法
、
瀛
州
博
野

人
。
安
祿
山
乱
被
劫
徙
它
州
。
聞
父
亡
、
欲
間
道
奔
喪
。
一

子
不
忍
去
、
割
一
乳
留
以
行
）。（『
唐
書
』
巻
二
〇
五
、
列

女
伝
）

こ
れ
ら
は
、「
慈
」
を
表
す
行
為
と
し
て
、
母
が
子
に
哺
育
の
象

徴
で
あ
る
乳
房
を
切
断
・
供
与
す
る
例
で
あ
る
が
、
孝
行
譚
に
お

い
て
も
、「
乳
房
切
除
」
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

李
孝
婦
、
臨
武
の
人
、
名
は
中
姑
、
江
西
の
桂
廷
鳳
に
適

ぐ
。
姑
鄧
痰
疾
を
患
い
、
将
に
起
き
ず
。
婦
涕
泣
憂
悼
す
。

乳
肉
の
療
す
べ
き
を
言
う
者
有
る
を
聞
く
。
心
之
を
識
り
、

一
日
薬
を
煮
、
香
を
爇
し
て
神
に
禱
る
。
自
ら
一
乳
を
割

き
、
地
に
昏
仆
し
、
気
已
に
絶
つ
（
李
孝
婦
、
臨
武
人
、
名

中
姑
、
適
江
西
桂
廷
鳳
。
姑
鄧
患
痰
疾
、
将
不
起
。
婦
涕
泣

憂
悼
。
聞
有
言
乳
肉
可
療
者
。
心
識
之
、
一
日
煮
薬
、
爇
香

禱
神
。
自
割
一
乳
、
昏
仆
於
地
、
気
已
絶
）。（『
明
史
』
巻

三
〇
二
、
列
女
伝
）

こ
ち
ら
は
、
病
気
の
姑
に
妻
が
己
の
乳
房
を
切
断
し
て
薬
と
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
哺
育
」
で
は
な
く
、
自
傷

と
い
う
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
孝
の
行
な
い
が
た
さ
を
示
し
た
割
股

の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
割
く
対
象
が
肝
や

股
で
は
な
く
乳
房
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
女
性
に
よ
る
孝
行
為
で
あ

る
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
よ
り
、
本
来
「
慈
」
を
表
す
「
乳
房
の
切
断
・
供
与
」

が
、
孝
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
様
子
が
確
認
で
き

よ
う
。

二
―
三
、
孝
行
譚
・
慈
愛
譚
に
共
通
し
て
「
乳
」
が
現
れ
る
理
由

　

こ
こ
ま
で
、
本
来
慈
愛
譚
で
「
慈
」
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ

る
「
乳
」
が
、
孝
行
譚
に
お
い
て
「
孝
」
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
き
た
。
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
考
え
至
る
の
は
、
老
人
と
子
供
と
の
同
質
性
で
あ
る
。
共

に
体
力
・
判
断
力
と
も
に
成
人
に
劣
る
存
在
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
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一
部
礼
法
上
で
も
同
質
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
。

八
十
九
十
を
耄
と
曰
う
。
七
年
を
悼
と
曰
う
。
悼
と
耄
と
は

罪
有
り
と
雖
も
、
刑
を
加
え
ず
（
八
十
九
十
曰
耄
。
七
年
曰

悼
。
悼
与
耄
雖
有
罪
、
不
加
刑
焉
）。（『
礼
記
』
曲
礼
上
）

ま
た
、
老
人
と
子
供
と
は
、
生
存
に
他
人
の
庇
護
を
必
要
と
す
る

存
在
で
あ
り
、
成
人
か
ら
見
て
扶
養
の
対
象
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

老
人
の
扶
養
は
赤
子
の
哺
育
に
擬
せ
ら
れ
る
。

　

本
朝
の
例
だ
が
、

徐
氏
と
し
よ
り
て
の
ち
煩
ひ
、
行
歩
も
叶
は
ざ
り
け
る
を
、

潘
氏
よ
る
ひ
る
そ
ば
を
離
れ
ず
事
へ
ぬ
る
体
、
慈
母
の
赤
子

を
そ
だ
つ
る
に
異
な
ら
ず
。（
中
江
藤
樹
『
鑑
草
』）（
注
13
）

と
、
姑
へ
の
孝
行
を
「
慈
母
の
赤
子
を
そ
だ
つ
る
に
異
な
ら
ず
」

と
表
現
す
る
例
が
見
え
る
。
こ
の
老
人
と
子
供
と
の
同
質
性
、
さ

ら
に
そ
こ
に
基
づ
く
扶
養
の
同
質
性
に
、「
養
親
」
と
「
養
子
」

と
に
共
通
の
モ
チ
ー
フ
が
現
わ
れ
る
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

実
際
的
な
理
由
と
し
て
は
、
嬰
児
が
そ
れ
の
み
で
成
長
可
能
な

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
母
乳
の
栄
養
価
が
高
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。『
五
雑
俎
』
に
、

穰
城
に
人
の
二
百
四
十
歳
な
る
有
り
。
復
た
穀
を
食
わ
ず
、

惟
だ
曾
孫
の
婦
の
乳
を
飲
む
の
み
（
穰
城
有
人
二
百
四
十

歳
。
不
復
食
穀
、
惟
飲
曾
孫
婦
乳
）。（『
五
雑
俎
』
巻
五
）

と
あ
る
。
穀
物
を
食
べ
ず
に
母
乳
の
み
を
摂
取
し
て
二
四
〇
歳
ま

で
生
き
た
と
い
う
話
で
あ
り
、
母
乳
に
異
常
な
長
寿
を
叶
え
る
力

が
あ
る
と
い
う
俗
信
が
見
え
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
、
老
人
に
母
乳
を
与
え
る
理
由
と
し
て
、
液
体

で
あ
る
母
乳
は
歯
の
抜
け
た
老
人
に
と
っ
て
も
摂
取
が
容
易
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
漢
代
の
張
蒼
の
伝
に
、

蒼
の
相
を
免
れ
て
後
、
老
い
て
口
中
に
歯
無
く
、
乳
を
食

う
。
女
子
も
て
乳
母
と
為
す
（
蒼
之
免
相
後
、
老
口
中
無

歯
、
食
乳
。
女
子
為
乳
母
）。（『
史
記
』
巻
九
六
、
張
丞
相

伝
）（
注
14
）

と
あ
り
、
老
後
歯
が
無
く
な
っ
て
か
ら
は
、
乳
母
を
雇
い
そ
の
母

乳
を
飲
ん
だ
と
い
う
。

　

観
念
的
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
下
見
隆
雄
氏
が
明
ら

か
に
し
た
、
娘
の
父
に
対
す
る
孝
と
、
母
の
子
に
対
す
る
慈
に
お
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け
る
同
質
性
で
あ
る
。
下
見
氏
は
、「
母
が
子
を
養
護
支
援
す
る

関
係
は
、
…
…
娘
と
父
の
間
に
も
ほ
ぼ
同
様
に
認
め
ら
れ
る
」
と

し
て
、「
娘
に
お
け
る
父
へ
の
母
性
発
揮
は
、
子
で
あ
る
が
故
に
、

形
式
的
に
は
、
孝
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
一

方
、
娘
が
、
本
来
は
儒
教
社
会
で
男
性
を
保
護
し
て
支
え
る
母
性

を
発
揮
す
べ
き
女
性
な
る
が
故
に
、
そ
の
孝
実
践
の
根
底
に
は
、

母
性
的
要
素
が
濃
厚
に
浸
透
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
考
え

ら
れ
る
」（
注
15
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
女
性
の
孝
心
と
母
性
と
に
同

質
性
が
存
在
す
る
、
つ
ま
り
、
娘
が
父
を
保
護
せ
ん
と
す
る
心
情

と
母
が
子
を
保
護
せ
ん
と
す
る
心
情
と
に
共
通
の
性
質
が
存
す
る

と
考
え
れ
ば
、
娘
の
孝
と
母
の
慈
と
が
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
通
し

て
顕
現
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
て
、
そ
の
孝
と
慈
と
の
二
つ
の
場
に
顕
現
す
る
母
性

が
、「
乳
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
採
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
特
に

疑
問
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。

　

保
護
・
扶
養
を
必
要
と
す
る
存
在
た
る
老
人
に
対
す
る
女
性
か

ら
の
扶
養
行
動
は
、
同
様
に
保
護
・
養
育
を
必
要
と
す
る
存
在
た

る
幼
児
に
対
す
る
女
性
か
ら
の
母
性
と
共
通
す
る
性
質
を
持
つ
。

た
め
に
、
実
質
的
に
も
象
徴
的
に
も
母
子
の
繋
が
り
を
象
徴
す
る

「
乳
」
が
、
孝
と
慈
と
い
う
二
つ
の
場
で
の
「
保
護
せ
ん
と
す
る

心
情
」
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
用
可
能
と
な
る
と
い
え

よ
う
。

三
、
男
が
乳
を
出
す
話

　

前
章
で
は
、
女
性
の
孝
が
母
性
と
共
通
の
性
質
を
有
す
る
が
故

に
、
母
性
の
象
徴
で
あ
る
乳
が
孝
行
譚
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
『
孝
子
伝
』
に
は
、
娘
や

嫁
な
ら
ぬ
男
性
が
乳
を
出
す
と
い
う
、
い
さ
さ
か
奇
妙
な
話
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

李
善
は
南
陽
の
家
奴
な
り
。
李
家
の
人
並
び
に
卒に

わ
かに

死
す
。

唯
だ
一
児
の
新
た
に
生
れ
た
る
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
親

族
、
一ひ

と

り
も
遺
る
有
る
无
し
。
善
乃
ち
郷
隣
を
歴へ

、
乳
を
乞

い
て
之
に
飲
ま
せ
哺や

し
なう

。
児
、
飲
み
て
恒
に
足
ら
ず
。
天
、

其
の
精
を
照あ

ら
わし

、
乃
ち
善
の
乳
を
し
て
自
ら
汁
を
出
だ
さ
し

め
、
常
に
充
足
す
る
こ
と
を
得
た
り
（
李
善
者
南
陽
家
奴

也
。
李
家
人
並
卒
死
、
唯
有
一
児
新
生
。
然
其
親
族
、
无
有

一
遺
。
善
乃
歴
郷
隣
、
乞
乳
飲
哺
之
。
児
飲
恒
不
足
。
天
照

其
精
、
乃
令
善
乳
自
汁
出
、
常
得
充
足
）。（
陽
明
本
『
孝
子

伝
』、
李
善
）（
注
16
）

男
の
家
奴
が
主
家
の
子
に
乳
を
与
え
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ

の
故
事
が
『
孝
子
伝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
編
者
が
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こ
の
故
事
の
示
す
内
容
を
「
孝
行
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
だ
が
、
中
島
和
歌
子
氏
が
、
当
該
話
を
「「
孝
子
」
が
拡

大
解
釈
さ
れ
て
お
り
」（
注
17
）
と
す
る
よ
う
に
、
こ
の
故
事
は
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
な
孝
行
譚
と
は
い
い
が
た
い
。
一
般
的
な
孝
行
が
、

親
（
年
長
者
の
血
縁
）
に
対
す
る
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ

の
故
事
で
は
、
行
為
の
対
象
が
年
少
者
の
非
血
縁
で
あ
り
、
李
善

の
行
為
が
、
孝
と
い
う
よ
り
も
、
主
家
に
対
す
る
忠
と
感
じ
ら
れ

る
た
め
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
一
見
忠
が
テ
ー
マ
と
見
え
る
よ
う
な
話
が
孝
行
譚

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
関
し
て
、『
孝
子

伝
注
解
』
当
該
章
の
注
に
、「
孝
と
忠
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
李
善
の
主
家
に
対
す
る
忠
義
は
、
孝
の
表
れ
と
し
て

表
彰
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
で
あ
っ
た
」（
注
18
）
と
あ
る
。
儒

教
的
思
惟
に
お
い
て
忠
孝
は
同
源
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
話

が
孝
行
譚
と
認
識
さ
れ
る
の
が
、
所
謂
「
忠
孝
一
致
」
と
い
う
観

念
に
基
づ
く
と
の
指
摘
は
、
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
単
に
「
忠
孝
一
致
」
故
に
こ
の
話
が
採
ら
れ
た
と
す
れ

ば
、
他
に
も
一
見
忠
が
テ
ー
マ
と
見
え
る
よ
う
な
故
事
が
収
録
さ

れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
い
っ

た
例
は
他
に
見
え
な
い
。
当
該
話
が
孝
行
譚
と
認
識
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
は
、「
忠
孝
一
致
」
観
念
の
存
在
に
加
え
、
今
一
歩
進

ん
だ
説
明
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
「
年
少
者
」
の
要
素
に
留
意
し
て
他
の
孝
行
譚

を
閲
す
る
と
、

朱
明
は
、
東
都
の
人
な
り
。
兄
弟
二
人
な
り
。
父
母
既
に
没

し
、
久
し
か
ら
ず
し
て
遺
財
各
百
万
を
得
た
り
。
其
の
弟
驕

奢
に
し
て
、
財
物
を
用
い
尽
く
し
て
、
更
に
兄
に
就
き
て
分

を
求
む
。
兄
、
恒
に
之
を
与
う
。
是
く
の
如
き
こ
と
一
た
び

に
非
ず
。
嫂
、
便
ち
忿
怨
し
、
小
郞
を
打
ち
罵
る
。
明
、
之

を
聞
き
て
曰
わ
く
、
汝
は
他
姓
の
子
、
我
が
骨
肉
を
離さ

ら
む

と
欲す

る
や
。
四
海
の
女
子
は
、
皆
婦
と
為
す
べ
し
。
若
し
親

を
求
め
む
と
欲
せ
ば
、
終
に
得
べ
か
ら
ず
と
。
即す

な

便わ
ち

妻
を
遺や

る
な
り
（
朱
明
者
、
東
都
人
也
。
兄
弟
二
人
。
父
母
既
没
、

不
久
遺
財
各
得
百
万
。
其
弟
驕
奢
、
用
財
物
尽
、
更
就
兄
求

分
。
兄
恒
与
之
。
如
是
非
一
。
嫂
便
忿
怨
、
打
罵
小
郞
。
明

聞
之
曰
、
汝
他
姓
之
子
、
欲
離
我
骨
肉
耶
。
四
海
女
子
、
皆

可
為
婦
。
若
欲
求
親
者
、
終
不
可
得
。
即
便
遺
妻
也
）。（
陽

明
本
『
孝
子
伝
』、
朱
明
）（
注
19
）

田
真
・
田
慶
・
田
広
、
兄
弟
三
人
、
財
産
を
分
け
ん
と
欲

す
。
堂
前
に
紫
荊
一
株
有
り
、
花
葉
茂
盛
す
。
夜
に
折
分
し

て
三
と
為
さ
ん
と
議
す
。
暁
に
即
ち
憔
悴
す
。
乃
ち
真
泣
き

て
曰
く
、
樹
本
同
根
、
分
た
る
を
聞
き
て
尚
お
此
の
如
し
。
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人
何
ぞ
如
か
ざ
る
や
、
と
。
兄
弟
是
に
由
り
て
復
た
分
れ
ず

（
田
真
田
慶
田
広
、
兄
弟
三
人
、
欲
分
財
産
。
堂
前
有
紫
荊

一
株
、
花
葉
茂
盛
。
夜
議
折
分
為
三
。
暁
即
憔
悴
。
乃
真
泣

曰
、
樹
本
同
根
、
聞
分
尚
如
此
。
人
何
不
如
也
。
兄
弟
由
是

不
復
分
焉
）。（『
孝
行
録
』、
田
真
諭
弟
）

な
ど
、
弟
と
の
関
係
即
ち
兄
弟
間
の
親
和
を
テ
ー
マ
と
す
る
故
事

が
孝
行
譚
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

晋
の
右
僕
射
鄧
攸
…
…
、
其
の
児
及
び
弟
の
子
綏
、
度
る
に

両
全
す
る
能
わ
ず
。
乃
ち
妻
に
謂
い
て
曰
く
、
吾
が
弟
早
く

に
亡
し
、
唯
だ
一
息
有
る
の
み
。
理
と
し
て
絶
つ
べ
か
ら

ず
。
止
だ
応
に
自
ら
我
が
児
を
棄
つ
べ
き
の
み
。
幸
い
に
し

て
存
す
る
を
得
れ
ば
、
我
後
に
当
に
子
有
る
べ
し
。
妻
泣
き

て
之
に
従
い
、
其
の
子
を
棄
つ
（
晋
右
僕
射
鄧
攸
…
…
、
其

児
及
弟
子
綏
、
度
不
能
両
全
。
乃
謂
妻
曰
、
吾
弟
早
亡
、
唯

有
一
息
。
理
不
可
絶
。
止
応
自
棄
我
児
耳
。
幸
而
得
存
、
我

後
当
有
子
。
妻
泣
而
従
之
、
棄
其
子
）。（『
孝
行
録
』、
鄧
攸

棄
子
）

劉
廷
譲
、
大
寧
武
平
の
人
な
り
。
至
順
の
初
、
北
方
の
兵
起

ち
、
民
殺
掠
さ
る
。
廷
譲
家
を
挈
げ
山
中
に
避
く
。
幼
弟
の

方
に
乳
す
る
有
り
、
母
王
氏
懐
に
置
く
。
兵
急
に
し
て
、
廷

譲
乃
ち
己
が
子
を
棄
て
、
一
手
も
て
幼
弟
を
抱
き
、
一
手
も

て
母
を
扶
し
、
疾
駆
し
て
免
る
を
得
。
事
聞
こ
え
、
之
を
旌

す
（
劉
廷
譲
、
大
寧
武
平
人
。
至
順
初
、
北
方
兵
起
、
民
被

殺
掠
。
廷
譲
挈
家
避
山
中
。
有
幼
弟
方
乳
、�

母
王
氏
置
于
懐
。

兵
急
、
廷
譲
乃
棄
己
子
、
一
手
抱
幼
弟
、
一
手
扶
母
、
疾
駆

得
免
。
事
聞
、
旌
之
）。（『
元
史
』
巻
一
九
七
、
孝
友
一
）

は
、
実
子
を
見
殺
し
に
弟
や
弟
の
子
を
救
っ
た
話
で
、

魯
国
の
義
士
は
兄
弟
二
人
な
り
。
少
く
し
て
父
を
失
い
、

以
っ
て
後
母
と
居
り
。
…
…
隣
人
酒
に
酔
い
て
、
其
の
母
を

罵
り
辱
し
む
。
兄
弟
之
を
聞
き
、
…
…
遂
に
往
き
て
之
を
殺

す
。
…
…
使
其
の
家
に
到
り
、
問
い
て
曰
わ
く
、
誰
か
是
れ

凶
身
な
り
や
と
。
…
…
母
曰
わ
く
、
願
わ
く
は
小
児
を
殺
せ

と
。
王
曰
わ
く
、
少
き
者
は
人
の
重
ず
る
所
な
り
。
如
何
ぞ

之
を
殺
す
や
と
。
母
曰
わ
く
、
小
な
る
者
は
自み

ず

妾か
ら

の
子
な

り
。
大
な
る
者
は
前
母
の
子
な
り
…
…
（
魯
国
義
士
兄
弟
二

人
。
少
失
父
、
以
与
後
母
居
。
…
…
隣
人
酒
酔
、
罵
辱
其

母
、
兄
弟
聞
之
、
…
…
遂
往
殺
之
。
…
…
使
到
其
家
、
問

曰
、
誰
是
凶
身
。
…
…
母
曰
、
願
殺
小
児
。
王
曰
、
少
者
人

之
所
重
。
如
何
殺
之
。
母
曰
、
小
者
自
妾
之
子
。
大
者
前
母
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之
子
…
…
）。（
陽
明
本
『
孝
子
伝
』
魯
義
士
）（
注
20
）

魯
姑
、
魯
人
な
り
。
時
に
斉
寇
の
之
を
逐
う
に
値
る
。
姑
に

二
子
有
り
、
遂
に
小
者
を
棄
て
大
者
を
抱
き
て
走
ぐ
。
斉
軍

問
い
て
曰
く
、
小
を
棄
て
大
を
抱
く
は
何
ぞ
や
、
と
。
姑
対

え
て
曰
く
、
大
者
は
是
れ
夫
の
前
妻
の
子
な
り
。
夫
亡
す
る

の
日
、
我
に
保
守
を
嘱
す
。
敢
え
て
其
の
言
を
忘
れ
ず
、
と

（
魯
姑
、
魯
人
也
。
時
値
斉
寇
逐
之
。
姑
有
二
子
、
遂
棄
小

者
抱
大
者
而
走
。
斉
軍
問
曰
、
棄
小
抱
大
何
也
。
姑
対
曰
、

大
者
是
夫
前
妻
之
子
。
夫
亡
之
日
、
嘱
我
保
守
。
不
敢
忘
其

言
也
）。（『
孝
行
録
』、
魯
姑
抱
長
）

4な
ど
は
、
実
子
と
継
子
と
の
択
一
状
況
に
於
い
て
、
継
子
の
命
を

優
先
し
た
例
で
あ
る
。
以
上
、
年
少
者
へ
の
保
護
行
為
で
、『
孝

子
伝
』『
孝
行
録
』「
孝
友
伝
」
な
ど
の
載
す
、
即
ち
孝
行
譚
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
た
。
つ
ま
り
、
家
族
・
宗
族

内
の
年
少
者
に
対
す
る
保
護
行
為
は
、
充
分
に
孝
に
値
す
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
は
、
谷
川
道
雄
氏
が
「
自
己
愛
の
克
服
（
克
己
）
を
通
じ

て
共
同
体
の
存
立
原
理
に
反
省
的
回
帰
を
行
な
う
こ
と
（
復
礼
）

が
「
仁
」
で
あ
り
、
そ
の
「
仁
」
の
実
践
者
こ
そ
が
「
士
」
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
も
っ
と
も
重
視
す
る
「
孝
」
と
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
単
に
父
母
個
人
に
対
す
る
奉
仕
で
は
な
い
。
祖
廟

を
中
心
と
し
て
過
去
よ
り
未
来
ま
で
連
綿
と
し
て
存
続
す
る
家
族

共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
当
然
の
義
務
な
の
で
あ
る
」（
注
21
）
、
木

島
史
雄
氏
が
「
孝
の
称
揚
は
、
親
子
関
係
の
強
化
を
つ
う
じ
て
宗

族
内
の
結
束
を
教
化
す
る
方
策
で
あ
り
、「
孝
」
は
、
個
人
同
志マ

マ

の
関
係
に
つ
い
て
の
徳
目
で
は
な
く
、
各
個
人
と
そ
の
宗
族
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
徳
目
で
あ
っ
た
」（
注
22
）
、『
孝
子
伝
注
解
』
が
、

「
中
国
に
お
け
る
孝
は
、
大
家
族
制
度
の
維
持
と
密
接
な
関
連
を

も
つ
徳
目
で
あ
り
、
朱
明
の
よ
う
に
親
族
を
重
ん
じ
る
態
度
は
、

孝
の
趣
旨
に
合
致
す
る
」（
注
23
）
な
ど
と
す
る
よ
う
に
、
孝
が
大
家

族
制
度
・
宗
族
の
維
持
の
た
め
の
徳
目
と
い
う
一
面
を
有
す
る
こ

と
に
起
因
す
る
。

　

ま
た
こ
の
話
が
奇
妙
に
感
じ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
男

性
が
乳
を
出
す
と
い
う
奇
跡
（
注
24
）
だ
が
、
こ
の
故
事
を
構
成
す
る

「
男
性
が
乳
を
出
し
て
幼
児
を
養
う
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
他

書
に
も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

孟
景
休
至
孝
な
り
。
大
寒
に
親
を
葬
り
、
足
指
皆
な
堕
つ
。

弟
偉
に
乳
哺
す
る
無
く
、
景
休
親
ら
之
に
乳
す
。
日
を
累
ぬ

る
に
、
乳
自
ら
下
り
、
足
指
復
た
生
ず
（
孟
景
休
至
孝
。
大

寒
葬
親
、
足
指
皆
堕
。
弟
偉
無
乳
哺
、
景
休
親
乳
之
。
累

日
、
乳
自
下
、
足
指
復
生
）。（『
孝
行
録
』、
景
休
乳
弟
）
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徳
秀
親
在
り
て
娶
る
に
及
ば
ず
、
婚
を
肯
ん
ぜ
ず
。
人
以
て

嗣
を
絶
つ
べ
か
ら
ず
と
為
す
。
答
え
て
曰
く
、
兄
に
子
あ

り
、
先
人
祀
を
得
。
吾
何
ぞ
娶
る
を
為
さ
ん
、
と
。
初
め
兄

の
子
襁
褓
に
し
て
親
を
喪
い
、
資
の
乳
媼
を
得
る
無
し
。
徳

秀
自
ら
之
に
乳
す
。
数
日
し
て
湩
流
れ
、
能
く
食
い
て
乃
ち

止
む
（
徳
秀
不
及
親
在
而
娶
、
不
肯
婚
。
人
以
為
不
可
絶

嗣
。
答
曰
、
兄
有
子
、
先
人
得
祀
。
吾
何
娶
為
。�

初
兄
子

襁
褓
喪
親
、
無
資
得
乳
媼
。
徳
秀
自
乳
之
。
数
日
湩
流
、
能

食
乃
止
）。（『
唐
書
』
巻
一
九
四
、
卓
行
伝
）

孟
景
休
は
、
男
性
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
弟
に
乳
を
与
え
る
。
元
徳

秀
も
ま
た
男
性
で
あ
り
な
が
ら
、
兄
の
子
の
た
め
に
自
ら
乳
を
与

え
る
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
血
縁
の
年
少
者
の
た
め
に
男
性
が

乳
を
出
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
年
少

の
血
縁
者
に
対
す
る
保
護
・
奉
仕
行
為
は
孝
の
要
件
を
満
た
す
か

ら
、
こ
れ
ら
の
故
事
は
孝
行
を
表
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
、『
孝

行
録
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
挙
げ
た
「
男
性
に
よ
る
授
乳
」
譚
と
李
善
の
故
事
と
の

差
異
は
、
保
護
対
象
が
「
血
縁
」
か
ど
う
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ

が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
李
善
の
故
事
を
孝
行
譚
と
見
な
す
の
に
不
都

合
は
な
い
。
当
該
話
に
お
い
て
、
こ
の
「
血
縁
の
子
」
と
「
主
家

の
子
」
と
の
置
き
か
え
を
可
能
と
し
て
い
る
も
の
こ
そ
、「
忠
孝

一
致
」
観
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

畢
竟
す
る
に
、
李
善
の
故
事
が
孝
行
譚
と
認
識
さ
れ
る
の
は
、

忠
孝
の
同
質
性
よ
り
忠
義
譚
が
孝
行
譚
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
そ
の
同
質
性
の
上
で
、「
男
性
が
乳
を
出
す
」
型
の
孝
行

譚
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
と
い
え

よ
う
。お

わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、「
乳
」（「
乳
房
」「
母
乳
」）
モ
チ
ー
フ
が
登
場
す

る
孝
行
譚
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
「
乳
」
モ
チ
ー
フ
は
、

母
性
や
母
の
恩
を
象
徴
す
る
た
め
、「
母
︱
子
」
間
の
情
愛
を

テ
ー
マ
と
す
る
慈
愛
譚
で
用
い
ら
れ
る
の
が
自
然
だ
と
い
え
る

が
、
時
に
「
実
親
︱
娘
」「
舅
姑
︱
嫁
」
間
の
孝
行
譚
に
お
い
て

も
用
い
ら
れ
る
。

　

そ
の
用
い
ら
れ
方
は
、「
年
老
い
た
親
を
母
乳
で
扶
養
す
る
」

「
乳
房
を
切
り
取
っ
て
与
え
る
」
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら

は
慈
愛
譚
に
見
え
る
モ
チ
ー
フ
と
同
型
と
い
え
る
。
母
子
間
の
結

合
を
象
徴
す
る
「
乳
」
が
女
性
の
孝
行
譚
で
も
用
い
ら
れ
る
、
つ

ま
り
慈
愛
譚
の
モ
チ
ー
フ
が
女
性
に
よ
る
孝
行
譚
で
も
使
用
可
能

で
あ
る
の
は
、
老
親
と
子
供
と
、
ま
た
、
女
子
か
ら
親
へ
の
孝
心

と
母
か
ら
子
へ
の
母
性
と
が
有
す
る
共
通
性
の
た
め
で
あ
る
と
考
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え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
孝
子
伝
』
に
は
、「
男
の
家
奴
が
主
家
の
子
に
乳
を
与

え
る
」
と
い
う
故
事
が
収
録
さ
れ
る
が
、
一
見
忠
義
譚
と
見
え
る

当
該
話
が
、
孝
行
譚
集
で
あ
る
『
孝
子
伝
』
に
収
録
さ
れ
る
の

は
、「
忠
孝
一
致
」
観
念
が
、
主
家
へ
の
献
身
を
孝
行
と
見
な
す

こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
李
善
の
行
動
内
容
に

類
す
る
、
家
族
・
宗
族
内
の
年
少
者
に
対
す
る
保
護
行
為
、
特
に

男
性
に
よ
る
授
乳
と
い
う
奇
跡
が
孝
行
と
認
識
さ
れ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

注

（
1
）
真
賢
撰
「
科
註
父
母
恩
重
経
罔
極
鈔
」（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
『
日

本
大
蔵
経
』
第
三
四
巻
、
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、
一
九
一
八
年
）、
五
二

一
頁
。
本
朝
で
も
、
行
基
の
「
百
さ
か
や
や
そ
さ
か
そ
へ
て
給
て
し
ち

ぶ
さ
の
む
く
ひ
け
ふ
ぞ
我
す
る
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
『
宝
物
集�

閑
居
友�

比
良
山
古
人
霊
託
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
三
〇
頁
）

な
ど
親
の
恩
を
「
乳
房
」
を
用
い
て
表
現
す
る
例
が
あ
る
。

（
2
）『
宋
書
』
巻
七
六
・『
南
史
』
巻
一
六
に
も
同
記
事
を
載
す
。

（
3
）『
乾
隆
大
蔵
経
（
龍
蔵
）』
第
八
二
巻
、
二
〇
〇
三
年
、
五
七
〇
︱
五

七
一
頁
。
ま
た
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
三
巻
（
事
彙
部
上
）、
大
正

新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
、
三
三
頁
。
本
朝
で
は
、『
今
昔
物

語
集
』
巻
二
・『
三
国
伝
記
』
巻
二
な
ど
の
説
話
の
他
、
お
伽
草
子
『
釈

迦
の
本
地
』・
説
経『
し
や
か
の
御
本
地
』・
浄
瑠
璃『
釈
迦
如
来
誕
生
会
』

な
ど
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
元
も
と
イ
ン
ド
種
の
説
話
で
、『
雑
宝
蔵
経
』
巻
第
一
、『
経
律
異
相
』

巻
四
五
な
ど
類
話
が
多
い
。
本
朝
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
六
に

見
え
る
。

（
5
）
稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫
責
任
編
集
『
日
本
昔
話
通
観�

研
究
篇
１�

日

本
昔
話
と
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
』、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
、
四
四
八
頁
。

（
6
）
横
山
重
編
『
説
経
正
本
集
』
第
二
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。

（
7
）『
説
経
正
本
集
』
第
二
巻
、
二
九
二
頁
。

（
8
）
マ
リ
リ
ン
・
ヤ
ー
ロ
ム
著
・
平
石
律
子
訳
『
乳
房
論
︱
乳
房
を
め
ぐ

る
欲
望
の
社
会
史
︱
』、
株
式
会
社
ト
レ
ヴ
ィ
ル
、
一
九
九
八
年
、
三
三

︱
三
四
頁
。

（
9
）
ヤ
ー
ロ
ム
氏
前
掲
書
、
三
三
頁
。

（
10
）
菅
野
則
子
校
訂
『
官
刻
孝
義
録
』
下
巻
、東
京
堂
出
版
、一
九
九
九
年
、

四
八
〇
頁
。

（
11
）
金
文
京
氏
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
発
生
に
つ
い
て
、「「
断
乳
」、
現
代
語

の
「
断
奶
」
は
、
い
わ
ゆ
る
乳
ば
な
れ
の
こ
と
で
あ
る
が
、�

右
の
明
達

の
妻
の
話
は
、
こ
の
「
断
乳
」
を
曲
解
し
た
上
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
」（「『
孝
行
録
』
と
「
二
十
四
孝
」
再
論
」、『
芸
文
研
究
』

六
五
、
一
九
九
四
年
）
と
す
る
。

（
12
）
本
朝
の
お
伽
草
子
「
熊
野
の
御
本
地
の
さ
う
し
」・
説
経
「
熊
野
之
御
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本
地
」「
ご
す
い
で
ん
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
母
の
死
体
の
乳
房
か
ら
母

乳
が
出
て
子
を
養
う
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
「
母
体
か
ら
独
立

す
る
乳
房
」
に
繋
が
る
発
想
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
武
笠
三
校
『
中
江
藤
樹
文
集
』、
有
朋
堂
書
店
、
一
九
二
六
、
二
〇
五

頁
。
な
お
、
当
該
話
の
原
拠
「
林
婦
三
孝
相
承
子
孫
世
貴
」（『
廸
吉
録
』

巻
之
八
）
に
は
こ
れ
に
類
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。

（
14
）『
漢
書
』
巻
四
二
、
張
蒼
伝
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
あ
り
、
顔
師
古
の

注
に
「
言
毎
就
飲
之
」
と
あ
る
。

（
15
）
下
見
隆
雄
『
儒
教
社
会
と
母
性
︱
母
性
の
威
力
の
観
点
で
み
る
漢
魏

晋
中
国
女
性
史
︱
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
、
三
七
九
頁
。

（
16
）
幼
学
の
会
編
『
孝
子
伝
注
解
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
二
三
八

頁
。

（
17
）「『
孝
子
伝
』
輪
読
会
ノ
ー
ト
（
後
漢
・
李
善
）」、『
国
語
国
文
学
科
研

究
論
文
集
』
第
四
四
集
、
一
九
九
九
年
。

（
18
）『
孝
子
伝
注
解
』、
二
四
〇
頁
。

（
19
）『
孝
子
伝
注
解
』、
八
六
頁
。

（
20
）『
孝
子
伝
注
解
』、
一
七
一
︱
一
七
二
頁
。

（
21
）
谷
川
道
雄
『
中
国
中
世
の
探
究
』、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版

部
、
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁
。

（
22
）
木
島
史
雄
「
六
朝
前
期
の
孝
と
喪
服
︱
礼
学
の
目
的
・
機
能
・
手

法
︱
」（
小
南
一
郎
編
『
中
国
古
代
礼
制
研
究
』、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
一
九
九
五
年
）、
四
二
四
頁
。

（
23
）『
孝
子
伝
注
解
』、
八
八
頁
。

（
24
）
男
性
・
未
孕
女
性
・
老
女
な
ど
本
来
授
乳
能
力
の
な
い
者
が
母
乳
を

出
す
の
は
典
型
的
な
奇
跡
の
一
つ
。
匈
奴
に
捉
え
ら
れ
た
蘇
武
の
帰
還

を
許
す
条
件
（「
羝
乳
乃
得
帰
」（『
漢
書
』
巻
五
四
、
蘇
建
伝
））
と
さ

れ
る
な
ど
、
絶
対
に
有
り
え
な
い
こ
と
の
例
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
和
漢

三
才
図
会
』
第
一
二
巻
「
乳
」
に
は
、
未
孕
の
家
婢
が
親
の
な
い
子
を

育
て
る
際
、
奇
跡
が
起
こ
り
乳
が
出
た
と
い
う
話
を
載
す
。

【
附
記
】
本
稿
は
口
頭
発
表
「
孝
行
譚
に
お
け
る
「
乳
」」（「
東
ア
ジ
ア
漢
学

者
の
会
第
九
回
研
究
発
表
会
」、
於
南
榮
科
技
大
學
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

五
日
）
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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